



藤 井 義 博
Complementarity of Miyazawa Kenji’s“The Restaurant of Many Orders”and“April for the Man of the Hils”





This study was an attempt to understand the meaning that Miyazawa Kenji
 
prayed his readers of“The Restaurant of Many Orders”,his first and last colection
 
of tales,that some pieces of these little stories may finaly become their genuine
 
transparent nourishment.“The Restaurant of Many Orders”,by far the most
 
peculiar tale of the colection,is complementary with“April for the Man of the
 
Hils”.The complementarity of these two tales wil yield new insights to their
 
readers when they read one tale by contrasting it with the other.The Man of the
 
Hils,the protagonist,has a talent for serendipity,an opportunistic viewpoint for
 
life,an identity transcending corporeity of man,an altruistic viewpoint for favorite
 
food that results from his ability for thinking in the place of what is eaten by man.
In other words,he has“a seed of the little heart”,a secret resolution to make
 
self-sacrifice for altruistic deed.The two young gentlemen,the protagonists of“the
 
Restaurant of Many Orders”,has nothing of“a seed of the little heart”.In the
 
restaurant of many orders,the two young gentlemen were so filed with the horror
 
of death just as they realized that they had been unconsciously preparing themselves
 
to be devoured that their faces went al crumpled like wastepaper irreversibly.The
 
two hungry young gentlemen inflicted the horror of death on themselves because of
 
their one-sided interpretation of many orders for want of“a seed of the little heart”
in them.If the horror of death is a self-inflicted feeling in close association with
 
one-sided interpretation of verbal expression,“a seed of the little heart”wil function
 
as preventive measures against it,and therefore prevent the self-inflicted horror of
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西洋料理店 WILDCAT HOUSE 山猫軒」とい
う札が出ている。建物の立派さで度肝を抜きつつ、
同時に英語と日本語の標記を駆使して明確にこの
家がレストランであると信じ込ませる。いったん
レストランだと確信してしまうと、それを大前提
にして意図的に両意的な山猫の文字言語の意味を
一方的に解釈するために、山猫のトリックには
まってゆく。例えば、「すぐたべられます。」は、
食べることができるという意味と食べられてしま
うという意味を有している。また「さあさあお
・
な
・
か
・
におはいりください。（傍点引用者）」は、奥の
部屋（お中）とお腹という意味の二重性がある。
一方、支那人である陳のトリックは、一見行商
人の恰好をしているもののとかげを思わせる容貌
が醸し出す恐怖を背景に、言い方や状況により意
味が鏡像的二重性を帯びる「よろしい」という音
声言語を巧みに操ることで、気が弱くやさしい山
男を袋小路に追い込む。追い込まれた山男は心理
的葛藤を逃れるために敢えて相手の要求を呑むこ
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とになる。陳は、立派な章
た
魚
こ
の足に見とれている
山男の肩をいきなりたたいて言う。「あなた、支那
反物よろしいか。六神丸たいさんやすい。」最初が
肝心である。相手の度肝を抜きつつ自分が普通の
支那人の行商人であることを主張する。びっくり
した山男は陳と同じ言葉を使って「よろしい。」と
どなる。「よろしい。」は、「いいです」や「けっこ
うです」のように言い方や状況によって180度異
なる意味になる言葉である。木こりに化けている
山男は、自分の声に周囲が注目したことに気づき、
「いや、さうだない。買ふ、買ふ。」と言い直す。
すると陳は「買はない、それ構はない、ちよつと
見るだけよろしい。」と答える。陳は、山男の申し
出を一見やんわりとした表現で断るが、それは陳
の本当の目的は山男に水薬を飲ませることにある
からである。
この「ちよつと見るだけよろしい。」はトリック
の分岐点となる言葉である。それは買わなくてよ
いという安心や安全の保証ではない。「その支那人
のぐちやぐちやした赤い眼が、とかげのやうでへ
んに怖くてしかた」がない山男にとっては、叱責
のように響いた言葉であろう。そして陳は、「あな
た、この薬のむよろしい。」と展開する。このよう
に言い方や状況により意味が決まる「よろしい」
という言葉を何度も繰り返しながら、陳は山男を
追い詰めてゆく。そのうち陳は小指位のガラスの
コップを２つ出して、ひとつを山男に渡して言う。
「あなた、この薬のむよろしい。毒ない。決して毒
ない。のむよろしい。わたしさきのむ。心配ない。
わたしビールのむ、お茶のむ。毒のまない。これ
ながいきのくすりある。のむよろしい。」そして陳
はひとりでかぷっと呑んでしまう。
山男は、本当に呑んでいいだろうかとあたりを
見ると、「いつか町の中でなく、空のやうに碧いひ
ろい野原まんなかに、眼のふちの赤い支那人とた
つた二人、荷物を間に置いて向ひあつて立つてゐ」
て、「二人のかげがまつ黒に草に落ちました。」と
ある。この描写は、複数のことを示している。ま
ず恐怖の中で歩き去ろうとする山男を陳は追いか
けるように話しかけていた様子を暗示する。山男
が気を散らすような人のいない空いろのひろい野
原の真ん中で、荷物を間に置いたface-to-faceの
状況で容貌の醸し出す恐怖を背景に、陳はトリッ
クを見事に成功させることを示す。二人の真っ黒
なかげは、山男は早春の低い日差しが陳の容貌を
はっきりと浮かび上らせる位置関係において立た
されていることを暗示する。
「さあ、飲むよろしい。長生きの薬ある。のむよ
ろしい。」陳は尖った指を突き出してしきりにすす
めるため、「山男はあんまり困つてしまつて、もう
呑んで遁げてしまはうとおもつて」、いきなりぷい
とその薬をのんでしまう。
このように陳がトリックに使う言葉は、言葉が
語られる前にすでに二重の意味を有しているよう
な言葉ではない。陳が使う「よろしい」は、言い
方や状況により異なる意味をもつようになる音声
言語である。一方、山猫とその手下が使う言葉は、
言う前にすでに意味の二重性がある文字言語であ
る。言い方により意味がことなるようになるもの
ではない。
また、「毒ない。決して毒ない。」や「長生きの
薬ある。」の表現に、意味の多義性はない。水薬は
一箱の六神丸に変身させる薬であることから、一
概に毒とは言いがたい。また種々の効能を有する
漢方薬としての六神丸に変身するならば、長生き
の薬と云ってもはまんざら嘘とはいえないであろ
う。
しかし陳のトリックは、容貌の与える恐怖を背
景として山男をまんざら嘘でもない言葉で心理的
葛藤に追い込ことだけでは終わらない。「ひとりで
かぷつと呑」む演技のトリックと合わせて実行す
ることで、山男が飛んで火にいる夏の虫になるお
膳立てを完了する。陳は、実際は水薬といっしょ
に元に戻す丸薬を合わせ呑む。しかしそのトリッ
クを見抜けなかった山男は、水薬だけを「いきな
りぷいつと」呑んでしまい、一箱の小さな六神丸
になってしまう。
5.5.トリックに気づいたとき
食べるつもりが食べられるための準備であった
という戦慄の気づきは、二人の若い紳士には、一
生癒えることのない恐怖の体験となってしまった。
なぜ一ぺん紙屑のようになってしまった二人の顔
だけはもう元のとおりにはなおらなかったのか。
その理由は「山男の四月」の場合と比較すること
により浮かび上がってくる。
水薬を呑んで一箱の小さな六神丸に変わってし
まった後も、山男のアイデンティティーは継続す
る。山男は口惜しがってばたばたしようとしたが
一箱の小さな六神丸のためどうにもならなかった。
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山男のアイデンティティーはかたちを超越してい
る。このように六神丸になった当初は、山男はだ
まされたことを口惜しがる。しかし、行李に入れ
られ蓋をされても、「（たうたう牢におれははいつ
た。それでもやつぱり、お日さまは外で照つてゐ
る。）」と無理に悲しいのをごまかそうとしたり、
急にもっと暗くなったときには、なるべく落ち着
いてユーモアを出す。「（ははあ、風呂敷をかけた
な。いよいよ情けないことになつた。これから暗
い旅になる。）」だまされて六神丸になってしまっ
た山男は、はじめはぎくっとしたが、すぐ、「（は
はあ、六神丸といふものは、みんなおれのやうな
ぐあひに人間が薬で改良されたもんだな。よしよ
し）」と考える。山男は、利己性よりも利他性の方
が良いことを知っている。山男のアイデンティ
ティーは姿かたちを越えて継続するとともに楽観
性を帯びている。
山男の楽観性は、偶然に幸運な発見をする資質
すなわちセレンディピティを備えていることによ
る。「山男の四月」は、上述したように山男の山で
の狩猟生活の一場面から始まる。山男は兎をね
らって歩いていたが、兎はとれないで、山鳥がは
んぶん潰れてしまった状態でとれた。その際、山
男は怒りもがっかりもしない。反対に山男は顔を
まっ赤にし、大きな口をにやにやまげてよろこん
でいる。このようなセレンディピティの資質を
持った山男だからこそ、陳にだまされて利己的主
体を喪失したことを悔しがったり恐れたりはしな
い。むしろ山男のアイデンティティーを継続しな
がら別のかたちを持った利他的主体に向上したと
考えることができた。
山男にとって利己的主体の喪失は、陳にだまさ
れた結果ではあっても、陳という利己的主体に食
われて、利己的な陳の体の構成要素の一部になる
ことではない。また山男のアイデンティティーが
消滅してしまうことでもない。そうすると二人の
若い紳士に不可逆的な心身の変化を引き起こした
恐怖は、人間は身体的存在がすべてであり、その
自分が食べられてしまえば、身体は食べた動物の
構成要素の一部となり、しかも身体の死によりそ
のアイデンティティーも消滅するという悲観的な
生命観を前提として生じていることになる。山男
の楽観性がセレンディピティの資質にあるなら、
悲観的な生命観をもつ二人の若い紳士は、セレン
ディピティの資質を欠いているはずである。実際、
「注文の多い料理店」は、二人の若い紳士が山で狩
猟する場面で始まるが、鳥も獣も一疋もいない。
二人の若い紳士は、「ぜんたい、ここらの山は怪し
からんね。」とそれを山のせいにする。そして「な
んでも構はないから、早くタンタアーンと、やつ
て見たいもんだなあ。」とあくまで狩猟自体にこだ
わる。獲物なしの手ぶらでは帰りたくない。そこ
で昨日の宿屋で出ていた鳥獣を買って帰れば、「さ
うすれば結局おなじこった。」と算段する。実際二
人は顔に不可逆的な変化を来した恐怖の体験の後
も、当初の予定を変えることなく予定通りに拾円
だけ山鳥を買って帰った。何があってもあくまで
当初の目的のみを達成しようとする二人の若い紳
士にはセレンディピティの資質は育まれていない。
６．山男と章
た
魚
こ
山男には、以上検討したように、二人の若い紳
士にはない特徴がある。山男には、セレンディピ
ティの資質、楽観的生命観、身体とは独立したア
イデンティティーの継続と向上がある。そうなら
ば、彼の食べ物観、好物観にも特徴があることが
予想される。
山男は章魚が大好きである。町の入り口のいつ
もの魚屋の軒につるしてある赤ぐろいゆで章魚を
山男はつくづくとながめた。「（あのいぼのある赤
い脚のまがりぐあひは、ほんたうにりつぱだ。郡
役所の技手の、乗馬ずぼんをはいた足よりまだり
つぱだ。かういふものが、海の底の青いくらいと
ころを、大きく眼をあいてはつているのはじつさ
いえらい。）」と思う。これは大好きな食べ物の理
由としては、いささか変わっている。まるで章魚
を食べ物としてではなく大好きな仲間の生き物と
して扱い、畏敬の念を込めて表現している。しか
し「山男はおもはず指をくわいて立ちました。」の
表現が示すように、章魚は大好きな食べ物なので
ある。
山男の食べ物の好みは、味や新鮮さなどという
食べる側から見た利己的なものではない。かたち
すなわち「章魚の脚つき」として「りっぱ」であ
り、海の底の青いくらいところを、大きく眼をあ
いてはっているのは「じつさいえらい」と思える
からである。一方、「塩鮭のきたない俵」や「くし
やくしやになつた鰯のつら」は、章魚に較べて
「りっぱ」ではなく、また「じつさいえらい」とは
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感じない。山男の好物観は、食べる側の都合を一
方的に述べたものではなく、食べられる側になっ
て考えられたものである。
章魚は、また、山男が六神丸に変身させられた
後に、同じく六神丸に変身させられ上海から来た
支那人との会話に登場する。この支那人も章魚が
大すきだという。「誰だつて章魚のきらいひな人は
ない。あれを嫌ひなくらゐなら、どうせろくなや
つぢやないぜ。」と山男は言う。支那人は、「まつ
たくさうだ。章魚ぐらゐりつぱなものは、まあ世
界中にないな。」と同意する。この会話は何を意味
するのか。陳のトリックにだまされるくらいの者
は、山男にしろ上海から来た支那人にしろ、食べ
る側の都合を一方的に述べる利己的な好物観とは
無縁の者である。食べられる側になって考えるこ
とができる資質を有する者が陳にだまされること
を賢治は示唆している。
さらに山男の章魚への思い入れは彼にとっても
特別なものであった。陳にだまされて六神丸にさ
れた山男は、風呂敷をかけられた暗い行李の中で、
すぐ横にいた六神丸にされた支那人から、どこか
ら来たかを尋ねられる。山男は、「おれは魚屋の前
から来た。」と腹に力を入れて答える。すると外の
支那人が静かにするよう嚙みつくようにどなる。
さっきから陳がしゃくにさわっていた山男は一気
に怒りが爆発する。山男の答えは、彼のアイデン
ティティーの継続性の由来とその意味をよく示し
ている。その由来は、普段の生活場所の山でもな
く木樵に化けて入って入った町でもなかった。自
身でもはっきりと自覚できない不満を抱いていた
普段の生活の場である山に愛着はなく、かといっ
て町は、空に浮かぶ雲のように「風にながされる
のか、ひとりで飛ぶのか」わからない状態で流さ
れていった場所に過ぎなかった。この山男にとっ
て自分という存在の根源を自覚することができる
場所が、「りっぱ」とか「じつさいえらい」と感じ
させる章魚がつるしてある魚屋の前であった。こ
れが山男のアイデンティティーの由来する起点で
ある。それゆえに「『おれは魚屋の前から来た。』
と腹に力を入れた答え」た。それに対して、陳か
ら静かにするよう嚙みつくようにどなられため、
山男は一気に怒りが爆発することになる。
賢治の「極東ビヂテリアン大会見聞秘録」には、
菜食主義者を予防派と同情派に分ける分類図が掲
載されている웍웗。予防派は、「じぶんの病気予防の
ために、なるべく動物質をたべないといふのであ
くまで利己的な連中の集まりである」。同情派は、
「喰べられる方になって考へて見ると、とてもかあ
いさうでそんなことはできないと云ふ思想」であ
る。さらにそのうちの大乗派は、「もしある動物が
ほかのたくさんの動物の敵であるときはそれを
食ってもいいといふ」思想である。自己本位の予
防派の特徴が利己性ならば、食べられる側になっ
て考えられる同情派の特徴は利他性である。
この分類図の自己本位の利己性と食べられる側
になって考えられる利他性という鏡像的な食物観
ないしは好物観は、菜食主義者を超えてすべての
人々の間に存在する食物観や好物観に敷衍するこ
とができる웎웗。章魚が大好きな山男も上海から来
た支那人も章魚を食べる以上菜食主義者ではない
が、二人とも食べられる側になって考えられる利
他的な好物観を持っている。
７．一つの小さなこころの種子
広告ちらしによると、山男の四月は「烏の北斗
七星といつしよに、一つの小さなこころの種子を
有ちます。」とある웋웗。それはどういうことか。両
者における共通性という視点から検証してみる。
広告ちらしには、烏の北斗七星は「戦ふものの
内的感情です。」とある。烏の北斗七星を、烏の大
尉（戦勝後に烏の新らしい少佐に昇進する）とそ
の許嫁は「マヂエル様」と呼ぶことから、「戦ふも
のの内的感情です。」は、「マヂエル様」と関係し
ている。烏の北斗七星では、烏の新らしい少佐は、
お腹が空いて山から出て来て、19隻の烏の艦隊に
囲まれて撃沈された敵艦である山烏を思い出して、
あたらしい泪をこぼす。そして大監督にこの敵の
死骸を葬ることを願い出て許され、礼をして大監
督の前をひきさがり、観兵式の列に戻った烏の新
らしい少佐は、「いまマヂエルの星の居るあたりの
青ぞらを仰」ぐ。その後、彼の祈りが記される。
「（あゝ、マヂエル様、どうか憎むことのできない
敵を殺さないでいゝやうに早くこの世界がなりま
すやうに、そのためならば、わたくしのからだな
どは、何べん引き裂かれてもかまひません。）マヂ
エルの星が、ちゃうど来てゐるあたりの青ぞらか
ら、青いひかりがうらうらと湧きました。」ここに
は自分の身を捧げる決意を示してマヂエル様に祈
る烏の新らしい少佐の利他性が表現されている。
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この究極の利他性は、山男にもある。山男は上
述したように、行李の中で「おれは魚屋の前から
来た。」と腹に力を入れて答えたところ、外の陳か
ら静かにするよう嚙みつくようにどなられる。山
男は一気に怒りが爆発して、町に入ったら陳は怪
しいやつだとどなってやると云う。すると外の陳
はだまってしまい、それは長い間続く。この沈黙
に山男は陳が両手を胸で重ねてないているのかな
とも思う。そうしてみると、今まで峠や林のなか
で、荷物をおろして何かひどく考え込んでいたよ
うな支那人は、みんなこんなことを誰かに云われ
たのだなと考える。山男はもうすっかりかわいそ
うになって、今のはうそだよと云おうとしていた
ら、外の陳はあわれなしわがれた声で言う。「そ
れ、あまり同情ない。わたし商売たたない。わた
しおまんまたべない。わたし往生する、それ、あ
まり同情ない。」「山男はもう支那人が、あんまり
気の毒になつてしまつて、おれのからだなどは、
支那人が六十銭もうけて宿屋に行つて、鰯の頭や
菜つ葉汁をたべるかはりにくれてやらうとおもひ
ながら答える。「支那人さん、もういいよ。そんな
に泣かなくてもいいよ。おれは町にはいつたら、
あまり声を出さないやうにしやう。安心しな。」す
ると外の支那人は、やつと胸をなでおろしたらし
く、ほおという息の声も、ぽんぽんと足を叩いて
いる音も聞こえた。
烏の新らしい少佐と山男は、それぞれ究極の利
他的行為の決意をこころの中で表明した。しかし
そのこころの事実を証言できるのは読者だけであ
る。烏の新らしい少佐は、大監督にも許嫁にもそ
の他の誰にも究極の利他的行為の決意を語ってい
ない。しかしその決意は、共鳴を起こす。烏の新
らしい少佐の心の中での祈りは、マヂエルの星の
共鳴を起こす。陳の心身は、山男の慰めの言葉の
意味自体ではなく、その言葉の礎である心の中の
究極の利他的行為の決意の思いに共鳴している。
８．おわりに
賢治は「山男の四月」を９篇の童話作品からな
る童話集「イーハトヴ童話 注文の多い料理店」
のなかでもとりわけて大切にしていた。実際、童
話集「イーハトヴ童話 注文の多い料理店」の当
初の書名は、「童話 山男の四月」であったことが
わかっている。また童話集「イーハトヴ童話 注
文の多い料理店」の冒頭の作品としては、「どんぐ
りと山猫」ではなく「山男の四月」を置く構想も
あった。「山男の四月」を賢治が重視した理由は、
山男が「一つの小さなこころの種子」を育んでい
いたからであろうと思われる。本論で比較検討し
たように、童話作品「注文の多い料理店」と童話
作品「山男の四月」は、前者が陰なら後者は陽の
鏡像関係にあることから、前者は後者の意義を照
らし出す重要な作品であるということができる。
「山男の四月」との鏡像関係にあることが、賢治が
「注文の多い料理店」を童話集の書名として採用し
た一つの理由であると思われる。この童話集は、
賢治シェフによる「料理店」であり、読者はこの
料理店の「客」であるとすると、この料理店は通
常の料理店ではなく賢治シェフが読者（の心身）
を食べようとしているまことに「注文の多い料理
店」であることになる。これが童話集の書名のも
う一つの理由であると思われる。
一方、残存する４種類の広告ちらしを見ると、
童話作品「注文の多い料理店」はいずれの場合に
おいても冒頭を飾る作品としては考えられたこと
がない워웗。賢治は童話作品としての「注文の多い料
理店」は、「山男の四月」や「どんぐりと山猫」と
同列には置いていなかった。童話作品としての「注
文の多い料理店」は、「一つの小さなこころの種子」
が育まれない場合には、言葉の一方的な解釈によ
り容貌の不可逆的な変化を来す程の恐怖を自ら招
くことを示唆している。それゆえに言葉を介して
自ら招く死の恐怖の究極の予防法は、「一つの小さ
なこころの種子」を育むことである。
９．要約
本論は、一篇の童話「注文の多い料理店」を通
じて、童話集「イーハトヴ童話 注文の多い料理
店」の序において賢治が読者に願った「これらの
ちいさなものがたりの幾きれかが、おしまひ、あ
なたのすきとほつたほんたうのたべものになる」
ことの意味を読み解くことであった。
童話「注文の多い料理店」は、童話集「イーハ
トヴ童話 注文の多い料理店」の９つの童話作品
中で突出して不気味な物語である。「山男の四月」
は「注文の多い料理店」と鏡像関係にあり、その
対称性を踏まえて再びそれぞれの童話を読むと新
たな気づきが得られる。「注文の多い料理店」の主
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役の二人の若い紳士とは異なり、山男は、セレン
ディピティの資質、楽観的生命観、身体とは独立
したアイデンティティーの継続と向上、食べられ
る側になって考えられる利他的な好物観を有して
いる。言い換えると、究極の利他的行為の決意を
こころの中で表明する「一つの小さなこころの種
子」を有している。二人の若い紳士は、注文の多
い料理店で我知らず食べられるために自己準備し
てきたことに気づいたときの死の恐怖により不可
逆的に「顔がまるでくしゃくしゃの紙屑のやう」
になる。空腹の二人の若い紳士は、「一つの小さな
心の種子」を有さないことから、多い注文を一方
的に解釈することで死の恐怖を自ら招いてしまう。
もし死の恐怖が言語表現の一方的な解釈と密接な
関係にある感情ならば、「ひとつの小さな心の種
子」は、言語表現の一方的な解釈を未然に防ぐこ
とで、山男の場合のように自ら招く死の恐怖を予
防するように働くものであろう。
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